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1. はじめに

運動やスポーツなどの身体運動の学習場面では、

指導者が動作の示範を行い、それをみた後に学習

者が再生するという指導法が しばしば用いられる。

最近はVTRを 使 って示範が行われることも多い

ようである。一方、言語による伝達 ・指導も試み

られるところであるが、内容が複雑になるほどに

それは困難であり、特に内部感覚をも含めた説明

において学習者 との微妙な感覚のずれを生 じさせ

る可能性があることを考慮すれば、視覚に訴える

示範はより直接的である。

さらに、優れた演技を見ることがスキル向上に

役立つことは、経験的によく知られてお り、見る

こと ・真似ることによって上手を目指す習得法が

日本 の伝統 的な芸 道の多 くに見 られる。生田

(1987)2)は伝統芸能に共通する学習過程の特徴と

して示範の 「模倣」を挙げ、学習者は 「非段階」

的な教授過程の中で、指導者から 「非透明な評価」

しか与えられないまま、学習者は模倣の繰 り返 し

を通 じて得 られる 「内在的な成功感」を下敷きに

学習 を進めてい く、と述べている。また、小林

(1991)11)は 民俗舞踊における自身の体験から、

稽古について 「聞くよりも黙って師匠の動 きをよ

く見ること」や 「何度 も何度 も見つめること」が

重要であると述べ、西郷(1995)1'Pは 山伏神楽の

舞手の学習過程 を記録分析 し、稽古の方法は師匠

や先輩とともに最初から最後まで舞の手ぶ り足ぶ

りをなぞってみることであったと報告 している。

しか しながら学習過程初期の学習者は、示範の

何を・どのように見たらよいのかがわからず、「運

動はすばや く過ぎ去ってしまい(中 略)、おおざっ

ぱな印象 しか残らない」(マイネル、1981)13)状況に陥

ることがある。呈示された示範が学習者にとって

新奇なものであった り、または複雑なものであっ

たなら、1回限 りの呈示でその内容を理解するこ

とは困難である。実際には示範が数回呈示され、

「示範を見る」→ 「遂行する」のサイクルが繰 り

返されるうちに習得に至る。

示範を用いた身体運動の習得過程に関する先行

研究は、運動やスポーツの教授場面において見ら

れる。猪俣 ら(1983)41は 、オリジチルな系列課

題を用いて、示範者と学習者の左右関係が一致す

る背面方向の呈示方法が対面方向よりも習得効率

が良いことを報告 した。また伊藤(1981)10)は バ

ランス梯子昇 り課題を用いて、示範者の遂行 レベ

ルが学習者よりも非常に高い場合、適度に高い場

合、同程度の場合、低い場合、を設定 して学習者

の遂行への影響 を比較 し、初心者には、遂行レベ

ルが適度に高いか或いは低い示範 を与えた方が、

非常 に高い示範を与えるよりも効果的であること

を報告した。これらの研究は、学習効率の良い、

示範の呈示方法を検討 したものであり、遂行動作

の達成に至るまでの呈示回数が従属変数として扱

われている。

筆者は、学習者が示範の、何 を ・どのように見

て習得に至るのか、すなわち学習者の情報収集過

程を眼球運動測定装置(ア イカメラ)に よる視点

分析から明らかにすることを試みてきた。8呼間で

構成されるオリジナルな課題動作 を用いた場合、

呈示の繰 り返しに伴 って示範に対する視点の移動
パターンが変化し、特 に1～4回 の呈示に対 して

それぞれ異質であった(井 上、1986)5)。 このこと

は、学習者自身のもつ潜在的な戦略(strategy)の

存在を示唆するものであった。そこで次 に、伝統

的な舞踊の 「型」に着目し、固定化 ・文化化した

動作パターンである 「型」を核とした表現動作を

課題として用いることとし、被験者(女 子大学生)

にとって馴染みがなく新奇であることが予想され

る舞楽の一連の動作を選んだ。その結果、初めて

示範が呈示された時の舞楽未経験者の視点は示範

者の頭(顔)や 胸の身体上部に集中し、「型」が

行われる身体部位に移動 しなかったが、呈示の繰

り返 しに伴って、移動範囲が広 く上肢 ・下肢にわ

たって移動するパターンから、習得に必要な部位

を見つけて移動範囲を限定するパターン、へと変

化 した(井上、1989)7)。これらの実験ではヘルメッ

ト型の機器(ア イカメラ)を 装着 してお り、装着

したままの動作再生が困難であったことや、呈示

後に機器の取 り外 しを行う場合はその待ち時間が

イメージの保持に影響するのではないかという手

続 き上の制約から、示範呈示後の遂行を行わず呈

示のみを繰 り返 している。 しかしなが ら実際の学

習場面では、示範呈示後の遂行によって筋感覚に

よる内在的なフィー ドバ ック(inherent feedback)

を得て、これを手がかりに次の呈示を観察 してイ

メージおよび遂行動作の自己修正を繰 り返 してゆ

くことが多い。そこで本研究では、示範呈示直後

の遂行動作の分析から運動習得過程を明らかにす

ることを目的とし、前回の研究で得 られた視点移

動パターンとの対応を見たい。また、運動やスポー

ツの学習場面では、指導者の言語指導や鏡などを

利用 した付加的なフィー ドバ ック(augmented
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feedback)が 与えられる場合がある。本研究では

非言語的な視覚情報の付加的フィー ドバ ックに着

目し、ビデオテープによる遂行動作の フィー ド
バ ックがその後の遂行に及ぼす影響についての検

討 も行う。

2. 方法

1) 課題動作: 課題動作は舞楽 「迦陵頻」の一連

の動作(上 肢2種 類 「打入」「返」 と下肢4種 類

「摺」「開」「寄」「突」の舞楽の型を含む)と し

た。Table 1とFig. 1に課題動作を示 した。示範は、舞

楽の熟練者(女 性)が 、通常の演技 と同じ速さで

行 う様子を対面方向からVTRに 収録 したものを

用いた。所要時間は26. 5秒。

2) 被 験 者: 舞 楽 を含 む特 別 な舞 踊 経 験 の ない21

才 か ら22才 まで の 女 子 大 学 生6名(A～F)

3) 手 続 き:

(1) 被 験 者 に 課 題 動 作 ビ デ オ を テ レ ビ 画 面

(PanasonicTH-14VT1)を 通 じて 呈 示 した 。 教 示

は、 「今 か ら あ る 動 きを 見 て も らい ます 。 見 た 後

にあ な た に行 な って も, らい ます の で 覚 えて くだ さ

い 。 も しもで き ない 場 合 は再 び見 る こ とが で き ま

す 」 と した。 示 範 観 察 中 に身 体 を動 か す こ と は禁

じた。

(2) 示 範 呈 示 後 、 被 験 者 は直 ち に動 作 を遂 行 した。

呈 示 後 の 自 由練 習 は行 わ なか っ た。 この 様 子 を ビ

デ オ カ メ ラ(Sony Rotary Shutter Camera RSC-1150)

で 前 方 か ら撮 影 して0.1秒 毎 の タ イ マ ー と と も に

VTRに 収 録 した。 こ の時 、カ メ ラ に対 面 す る方 向

の直立位から動作を開始 し、終了時に再び直立位

に戻ることを指示 した。(1)～(2)の手続 きを1試行と

した。

(3) 試行後に「もう一度示範を見てやってみますか」

と尋ね、要求があれば課題動作を呈示 して次の試

行を開始 し、被験者が 「できました」と答えるま

で試行を繰 り返 した。

(5) 最終試行後、被験者の遂行動作のビデオを呈示

した。教示は 「完成 したあなたの動作を見てもら

います。見た後にもう一度やつてもらいますので、

直す ところがあるかどうか見て ください」 とした。

(6) ビデオフィー ドバ ック後、被験者は直ちに動作

を遂行 し、この様子を(2)と同様にビデオカメラに

収録 した。呈示後の自由練習は行わなかった。

4)結 果の処理: (1)遂行時間はビデオに録画され

たタイマーから計測 した。(2)遂行動作は上肢2種

類、下肢4種 類の舞楽の型を中心 に、日本事務光

機製動作 解析 システ ムVMA2 (Variable Motion

Analyzing)を 用い、録画 したビデオから被験者の

眉間、オ トガイ、胸鎖関節、左右肩峰点、左右肘

関節、左右手関節、左右手中指先、膀、左右腸骨

稜点、左右膝蓋骨、左右足関節、左右足中指先の

20ポ イン トの位置 を0. 2秒 毎 にステ ィックピク

チャーにして、その特性を分析 した。

3. 結果

1) 課題動作の習得過程

Fig. 2に6種 類の型の遂行過程 を被験者別に示

した。図中の数字は試行回数を、また縦列は左か 、
ら右へ時間経過 を示 している。6種類の型は上段

の示範者に示すように、下肢 「摺」→上肢 「打入」

と下肢 「開」→上肢 「返」 と下 肢 「寄」→ 下肢

「突」の順に遂行されるが、例えばKは 第1試 行

に、「摺」→ 「開」→ 「寄 」の順に行い、その他の

型は遂行 しなかった。被験者に共通する遂行特性

は次の3点 である。

まず、第1試 行に全員が下肢 「開」と「寄」 を遂

行 した点である。被験者は片足を横方向に開いて

他方を寄せるという単純な形でこれらを遂行 した。

動作系列の順序では 「開」や「寄」 よりも前 に位置

する 「摺」を遂行 したのは6名 中2名 だった。

次に、上肢 「打入」や 「返」の誤 ったフォルム

の遂行が見られた点である。すなわち 「打入」や

「返」は伸ばした腕を頭上から半回転させて腰の

位置で止めて、これを再び回 して戻す動作である

が、腰で止めずに腕 を一回転 した。図中の 「打入」

の黒い箇所は、この誤再生が生 じたことを示 して

いる。6名 中Hを 除く5名 に認められ、いずれも最

初にこの動作を遂行 しようとした試行時である。

Fig. 3に 被験者Kと1の 第2試 行時の遂行動作 を

0.2秒ごとのスティックピクチャーで示 した。図左

のKの 場合、右腕を横に伸ばした状態(S:Start)か

Table 1 Task movements

Fig. 1 Task movements

「打 入 」「返 」

「摺 」 「開 」 「寄 」 「突 」
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ら一 回 転 して 止 め た(F: Fillish)。図 右 の1の 場 合 、

「打 入 」 は右 腕 を横 に伸 ば した状 態(S)か ら下

向 き に一 回 転 半 して 左 腰 で 止 め た(F)。 そ して

「返 」 にお い て も左 腰 に付 け た 状 態(S)か ら上

向 き に一 回 転 して再 び左 腰 で 止 め た(F)。

次 に上肢 「返」 と下肢 「寄」 の 時 間 的不 整 合が

生 じた 点 で あ る 。 上肢 「返 」 と下肢 「寄 」 は 同時

に 開 始 して 先 に 「寄」 が 完 了 す る が 、6名 中5名

に上 肢 を 「返 」 した後 に下 肢 を 「寄 」 せ た り、下

Fig. 2 Process of learning the task movements

Model

Subj. K

■ 一回転

2, 3「 打入」一回転

Subj. H

1「開」右足を左へ 「寄」左足

3, 5, 6「突」左足

Subj. I

1「 寄」左足 「打入」一回転

2, 3「 打入」「返」一回転

Subj. M

1「打入」一回転

Subj. W

2「 打入」一回転

Subj. S

1, 5, 7「開」右足

8「 摺」右足

Fig. 3 Performance of subject Kand 1 on 2nd trial

Subj. K(2a) Subj. 1(2nd)

「打入 」 「打 入 」 「返 」S: St
art F: Finish
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肢を 「寄」せた後に上肢を 「返」す誤再生が認め

られた。この時間的不整合は、Kの 第4試 行(総

試行数5)、Hの 第4～5試 行(総 試行数6)、I
の第4試 行(総 試行数6)、Wの 第3試 行(総 試

行数6)、Sの 第9試 行(総 試行数14)に 認められ

ている。これらはいずれも各被験者の総試行数の

中盤以降であり、被験者が新たな動作を獲得 した

り、フォルムを修正した時期に相当する。Fig. 4に

Hの 第1試 行から第6試 行(最 終試行)ま での上

肢 「打入」と下肢 「開」および上肢 「返」と下肢

「寄」の遂行過程をスティックピクチャーで示 し

た。Hの 場合、示範者に示されるような上肢 「打

入」の肘の屈曲を強調 した第4試 行に、上下肢の

時間的不整合が生 じている(下段)。Hは まず第2

試行で4種 類の 「型」を遂行 した後、第3試 行で

上肢 「返」の途中で肘の屈曲を強調 して遂行 した

(下段)。 そして第4試行で 「打入」時(上 段)に

肘の屈曲を強調 した結果、「返」の開始が遅れて

下肢 「寄」が先 に終了 した(下 段)。 他の被験者

の場合、IやWは 一回転する 「打入」や 「返」 を

修正した時、Kは 顔の向きの再生を新たに行った

時、Sは 「突」を新たに行った時に時間的不整合

が生じた。

2) 遂行時間と回数

Fig. 5に 各被験者の回数 と遂行時間の変化を示

した。各被験者が課題動作 を習得 したと判断する

までに要した試行数は、被験者Kが 最 も少なく5

回、被験者Sは 最も多 く14回で、中央値はMe=6

回であった。なお、6種類全ての型が出現 した呈示

回数の中央値はMe=4回 であ り、総試行回数 より

も早かった。

第1試 行時の遂行時間は、被験者H・I・W・S

の場合、示範(26.5sec)よ りも約10sec短 かった。

試行回数 とともに増加する傾向となり、最終試行

時にHやIは 殆 ど一致 し、他の被験者も近似 した。

最 終 試 行 時 の 遂 行 動 作 の 平 均 値 は26. 05sec

(SD=2.25)で あ り、示範の遂行時間と近似 した。

3) 最終試行時と修正時の遂行動作の比較

Fig. 6一左に示範の 「打入」と 「開」のスティッ

クピクチャーを示 した。上肢は頭上を過 ぎる頃か

ら肘 を曲げて左腰に収め、一方下肢は接地後に膝

を曲げて体重 をかける技法が示 されている。また、

Fig. 6一右に 「返」と「寄」のスティックピクチャー

を示した。「打入」で曲げた上肢は肘を支点に徐々

に開かれて、下肢の 「寄」が完了 した時に頭上で

伸びる様子が示 されている。これらの技法は、左

手掌を追随する視線 と相侯って、前者は下方空間
への広がり、後者は上方空間への広が りを感 じさ

せる。このような舞楽の特徴的な表現技法が被験

Fig. 5 Changes of performance time in each subject

Fig. 6 Task movements performed by demonstrator (Stick picture)

右手 「打入」 右手 「返」

左足 「開」 右足 「寄」

Fig. 4 Changes of performance in subject H on 1St 6th trials 
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者 の 最 終 試 行 時 、 お よび ビデ オ フ ィー ドバ ッ ク後

の修 正 時 に遂 行 され た の につ い て 、Table 2に ま と

め た。

(1)上肢 につ い て

Table 2上 段 に 「打 入」 の 肘 の 屈 曲 につ い て 、被

験 者 の 遂 行 状 況 を○ また は ×の 印 で 示 した。 最 終

試 行 時 に6名 中2名 が 遂 行 した 。Fig. 7に 最 終 試 行

時 にお け る全 被験 者 の 「打 入」 の ス テ ィ ッ ク ピ ク

チ ャ ー を示 したが 、WとK以 外 の被 験 者 は 、腕 を

伸 ば した ま ま腰 に収 め た 。 ビデ オ フ ィー ドバ ッ ク

後 、H・M・Sの3人 が 修 正 し た が 、 こ の 修 正 に

よ っ てHの 「返 」 とSの 「寄 」 の遂 行 に新 た な誤

再 生 が 生 じた 。Fig. 8にHの 「返 」 の ス テ ィ ッ ク

ピ クチ ャ ー を示 した 。 図 右 の 修 正 時 は 、 「打 入 」

で屈 曲 した肘 の フ ォル ム を維 持 した ま ま動 か して 、

Table 2 Comparison of performance between final trial and modification

△: 最初と最後だけ追う

Fig. 7 Performance of "uchi-iri" on final trial

Model Subj. K Subj. H Subj. I

Subj. M Subj. W Subj. S

Fig. 8 Comparison of performance between final trial
and modification on "kaesi" in subject H

Final trial Modification
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前腕部を上方に移動できない。またSは 「返」に
ついても肘の屈曲を伸展 させる正 しい修正を行っ

たが、「寄」を開始するタイミングが遅 くなり、

第9試 行時(総 試行数14)と 同じく上肢 「返」 と
の時間的不整合が生 じた。

(2)下肢について

Table 2中 段 に下肢 「摺」「開」「寄」「突」の遂

行状況 を示 した。まず、「摺」と 「開」は連続 し

て行われ、つま先を床に打ちつけるようにして前

方に摺 りだ して素早 く戻 し(「摺」)、床を滑らせ

るようにした横に開いて体重をかける(「開」)動

作である。これらの動作の遂行は最終試行時及び

修正時 ともに困難だった。「摺」に対 しては膝を

曲げて蹴ったり、伸ばした足を上げたりして遂行

し、「開」 に対 しては空中にある足 を横にまた ぐ

ようにして遂行 した。Fig. 9に最終試行時における

全被験者の 「開」のスティックピクチャーを示 し

た。WやSに またぐ動作が顕著である。また接地

後の膝の屈曲は全ての被験者に認められなかった。
ビデオフィー ドバ ック後の修正は、「摺」や 「開」

の膝の屈曲に対 しては行われなかった。「開」の

またぐ誤再生に対 しては6名 中Wだ けが修正 した。

Fig. 10にWの スティックピクチャーを、「開」開

始時から3コ マ分重ねて示 した。図右の修正時は、

上肢 「打入」 と同時に 「開」が開始 し、つま先を

床から離さずに横に開いている。

次に下肢の 「寄」は上肢の 「返」 と同時に開始

し、先に 「寄」が完了し、この時に腕は頭上にあ

る。最終試行時では6名 中3名 が終了のタイミン

グを遂行出来なかったが、ビデオフィー ドバ ック

後に全員が修正 した。Fig. 11に 「寄」終了時の1

のスティックピクチャーを示 した。図左の最終試

行時は 「寄」終了時に上肢が体側に降りているが、

図右の修正時は頭上にある。

次 に 「突 」 は右 足 で 床 を踏 む動 作 で あ る。 最 終

遂 行 時 に被 験 者HとSが 左 右 を 間違 え た。ビデ オ

フ ィー ドバ ック後 に、Hは 修 正 した がSは で き な

か っ た。またMは 修 正 時 に新 た に左 右 を間 違 えた 。

(3)その 他 の 動 き につ い て

Table 2下 段 に視 線 と手 掌 の 向 き の 遂 行 状 況 を

示 した。 視 線 は 、最 終 試 行 時 で はH・K・Sの3人

が 正 面 を 向 い て遂 行 したが 、 ビ デ オ フ ィー ドバ ッ

ク後 にHとSが 手 の動 き を追 う よ うに修 正 した。

手 掌 の向 き は最 終 試 行 時 で は3人 の 被 験 者 が 習 得

す る こ とが 出来 ず 、Hは 上 、KやSは 下 に向 けて

遂 行 したが 、ビデ オ フ ィー ドバ ッ ク後 にKとSが

修 正 した。

4) 最 終 試 行 時 と修 正 時 の遂 行 時 間 の比 較

ビ デ オ フ ィー ドバ ック後 の修 正 時 の遂 行 時 間 を、

最 終 試 行 時 と比 較 してFig. 12に 示 した。 修 正 時 の

平 均 値 は22.93sec(SD=2.254)で 、最 終 試 行 時

(X=26.05)よ り も短 縮 した。 そ の 差 は サ イ ン

検定 の結 果 、5%水 準 で 有 意 で あ っ た(n=5、 ヌ

=0, P=0.031)。

Fig.9 Performance of "hiraki" on final trial

Model Subj. K Subj. H Subj. I

Subj. M Subj. W Subj. S

Fig. 10 Comparison of performance between final trial 
 and modification on "hiraki" in subject W

Final trial Modification

3 picturessuper-imposed

Fig. 11 Comparison of performance between final trial 
 and modification on "kaesi" and "yose" in 
 subject

Final trial Modification

「寄 」Finish
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4. 考察

今回の実験に用いた課題動作は、上肢2種 類、

下肢4種 類の舞楽の型を含んでいた。それらの中

で下肢 「開」「寄」が、足先や膝の細部の動 きを

伴わない、片足を横 に開いて他方を寄せるという

最 も単純な形で最初に遂行された。本研究 と同じ

課題動作を用いて学習者の視点の変化をアイカメ

ラで分析 した実験(以 下、視点分析実験 とする)

結果では、初めて示範が呈示された時の視点は示

範者の身体上部の狭い範囲に留 まり、実際に動 き

の行われる部位 に移動 しない傾向が認められてい

る。人間の視力は中心窩のごく狭い部分で優れて

いるが、人間はこのような中心視のみならず周辺

視からの情報も統合してものを見ているP。また中

心視と周辺視の役割については、周辺視で動 くも

のを検出 し中心視で細部を識別するという機能分

担がなされている7}。第1試 行の被験者は、示範

を 「ぼんや りとしていて、おおざっぱで、不正確

だが、ひとつの全体的まとまりをもった像」(マイネル、

1981)13)と して見ている段階であるが、周辺視に

よって動作の方向性を認知 していたものと考えら

れる。

さて、一連の動作の習得は、課題動作 を構成す

るそれぞれの 「型」の習得、つまり 「部分」に始

まり、「全体」の動 きへ と統合された。習得過程

中盤に6種 類全ての 「型」が遂行 に現れたが、被

験者が 「習得 した」と判断するまでにはさらに数

回の示範呈示が必要であ り、この段階で上肢 「打

入」 と下肢 「寄」の時間的不整合が調整された。

6名 中5名 の被験者に認められたこの時間的不整

合は、示範者の身体上部に対する強い意識 に起因

するのではないかと推測される。すなわち本研究

の課題動作である舞楽の動きは、「屈曲的な幅広い

スタンス」(松 本 ら、1969)121や 、摺足や突足の

ような下方空間を志向する動きが特徴的であった。

しか しなが ら、下肢 「摺」や 「開」は間違 った

フォルムで習得されたまま修正されず、また被験:

者の最終試行時の遂行に重心を低 くした姿勢は認

められなかったのに対 して、上肢 「打入」や 「返」

は腕を過剰に一回転する誤再生が数回の試行 を費

や して修正されて、さらに肘の動 きや手のひらの

向き、視線の追随といった細部についても正 しく

習得 されている。つまり、被験者は下肢よりも上

肢や顔 といった身体の上部の動 きに対 してより強
い意識 を持って習得を進めていたと予想され、「部

分」の動 きを 「全体」に統合する段階において、

先述のような不整合が生 じたものと考えられる。

視覚情報の取 り込み方、つまり対象物の見方は

観察する人の目的や興味によって異なることが知

られているが、他者の身体に対 しても同様である。

体操競技における平行棒演技採点時の審判員の視

点を分析 した塚脇 ら(1988)171が 、審判経験経験

の少ない審判員の視点が脚部を移動 したのに対 し

て、経験豊富な審判員の視点は技術的要素の集中

する肩を含む体幹部を移動 したことを報告 してい

るように、知識や経験、技能の差異によって異な

る部位が注視対象 として選ばれる。舞踊動作が示

範 された場合については、筆者が舞楽 「迦陵頻」

をビデオで鑑賞 した時の視点を分析 した結果、舞

楽の未経験者は身体末端、特に下肢の動作を見て

いなかったのに対 して、経験者は 「摺」「突」の

ような舞楽に特有な下肢の動作に先取 り的に視点

を移動 した(井上ら、1988)61。また石井 ら(1979)81

はウォーキングやポルカのステップを映像で呈示

したとき、ダンス未熟練者は注視点の範囲が極め

て狭 く、頭部や体幹部に集中したのに対 して、ダ

ンス熟練者は頭頂点から踵点まで注視点が大きく

移動 した。これらの結果に共通するのは経験者が

下肢に注意を向けている点である。また、坂上

(1981)151は4歳 から6歳 の幼児を対象 として、

上 ・下肢がシンメ トリーやアシンメ トリーのフォ

ルムを写真で呈示 して模倣 させた結果、上肢 ・下

肢 ともにシンメ トリーのポーズと、上肢がアシン

メ トリーで下肢がシンメ トリーのポーズを比較 し

た場合、下肢が同じポーズ(開 脚)で あっても、

低年齢ほど上肢がアシンメ トリーの場合は再現度

が低 くなったことを報告 している。すなわち、「意

味あるもの」 として下肢をとらえる知識や経験、

技能がない場合には、上肢および顔や頭部に注意

が向けられるという心理的特性の存在が示唆 され

るのである。示範を用いた視覚的な指導が、指導

者 と学習者 との身体を媒体 とした非言語的コミュ
ニケーションの一形態 と考えるならば、このよう

な心理的特性を考慮することも必要だろう。

さて本研究では、初期の習得を完了 した学習者

に、非言語的で付加的な性質を持つ ビデオによる

遂行動作のフィー ドバックを行い、その後の影響

を検討 した。その結果、フィー ドバ ック後に、上

肢 「返」 と下肢 「寄」のタイミングや、上肢 「打

入」「返」のフォルムの修正がなされた。友末 ら

(1988)16)は テニス ・ス トロークの初心者を指導

する場合にビデオフィー ドバックを与えた実験か

ら、ラケットを動かす タイミングを覚える課題に

Fig. 12 Comparison of performance time between final 

 trial and modification
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対 して有効であったと報告 している。すなわち本

実験の結果と合わせて考察すると、ビデオによる

付加的なフィー ドバックは時間的要素や空間的要

素の部分的な修正に効果的であるといえよう。し

かしながら、最終試行時で示範に近似 していた遂

行時間が有意 に減少 したことや、また1ケ 所の

フォルムの修正が他の動 きの誤再生につながる例

が認められたことから、全体的に見た場合には負

の影響 も指摘できる。

見ること ・真似ることによって上手 を目指す学

習法が見られる日本の伝統的な芸道の学習過程で

は、示範は完成された形(型)で 呈示 されること

が多い。このような示範の呈示法は、運動やスポー

ツの学習場面で用いられる学習者の認知能力や身

体能力を考慮 した方法、たとえば呈示速度を遅 く

したり、示範 を分解 して呈示するなどの方法 とは

異なる印象を受ける。 しかしなが ら今回の結果が

示す ように、学習者は情報を選択的に収集 して漸

進的に学習を進め、最終試行時に遂行時間が示範

に近似 した。伝統的な芸道の学習は、示範が繰 り

返 し呈示 されることによって発揮 されるこの潜在

的な能力 と、「学習者 自身が師匠、および師匠の

示す 『形』に対 してそれを 『善いもの』 として認

識すること」(生 田、1987)1)に よって生 まれる芸

道に対する強い動機がその過程を支えているもの

と思われる。

5. 要約

本研究は、映像による示範を用いた舞踊動作の

習得過程を、特に動作の修正に関 して学習者の遂

行動作を対象 として検討 した。課題動作は舞楽「迦

陵頻」のまとまりのある一連の動作を用い、示範

は舞楽の熟練者(女 性)が 行った。被験者は舞楽

の未経験者6名 で、対面方向からビデオに録画 し

た課題動作を観察 した後に遂行を行い、被験者が

習得できたと判断するまでこの手続きを繰 り返 し

た。また、被験者の最終遂行動作をビデオフィー

ドバックし、再び遂行させた。遂行動作の動作分

析を行った結果、以下のことが明らかになった。

(1) 一連の動作の習得は 「部分」に始まり、「全

体」の動きへと統合されるが、上肢動作は下肢動

作よりも詳細に習得が進められる傾向があった。

(2) 最終試行時の遂行時間は示範に近似 した。

(3) ビデオによる付加的なフィー ドバックは時間

的要素や空間的要素の部分的な修正に効果が認め

られたが、修正後の遂行時間の短縮や新たな誤再

生を生 じさせる、負の影響 も推測 された。
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